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殺 卵剤の研究

(3) 尿尿中の人畑虫卵，水中の人畑虫卵及び水中の

豚畑虫子宮内卵に対する諸種薬剤の殺卵作用

寺 尾宏一郎
群馬大学医学部小児科学教室（主任松村竜雄教授）

（昭和 32年 4月7日受領）

緒言

教室の大沢が薬剤による阻虫卵殺滅の研究を，系統的

に行って以来，姻虫卵殺卵剤の実験が諸所て行われるよ

うになった。その方法をみるに，畑虫卵の種類，薬剤の

作用温度，作用せしめるメヂウム等の条件が区々であ

る。畑虫卵殺卵剤の研究の当面の目的は，尿尿中の畑虫

卵を殺滅することにあり，且つ冬季の寒冷時にも，薬剤

の投入を行うから，殺卵作用の実験に際して，松村教授

は，糞便より取った人畑虫卵，低温，尿尿中という条件

て実験すべきであろうと考えている。教室の大沢の畑虫

卵に対する殺卵作用の実験の方針は，との方針に従い，

糞便中より取った人姻虫卵，5°0，尿尿中の条件の下に

行われた。しかるに，！胴虫卵に関する殺卵作用を，かな

りに高い温度て，水中という条件下のみで検索している

成績を時々みるととがある。よって諸種の薬剤を，尿尿

中の人掴虫卵，水中の人畑虫卵及び豚畑虫子宮内卵に作

用させ，尿尿中及び水中における薬剤の殺卵作用を比較

検討し，との両者の聞に著しい差の存在することを認め

たので，次にその成績を報告する。

実験材料及び実験方法

(1）尿尿中の人畑虫卵に対する薬剤の殺卵作用の実

験の場合

第1篇て述べた方法に従った。

(2）水中の人畑虫卵及び豚畑虫子宮内卵に対する薬

' 剤の殺卵効果の実験の場合

人畑虫卵及び豚畑虫子宮内卵を用いた。豚姻虫子宮内

卵は，屠殺した豚から取った阻虫より，その日のうちに

陸から l.5cm迄の子宮内卵を取り出し，2%ホルマ リン
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( 1 ) 

水の中に入れ， 5°0の低温に保存し， 2日以内に用い

た。その他は第1篇て述べた方法に従った。

実験成績

実験1.諸種薬剤の尿尿中の人姻虫卵に対する殺卵効

果と水中の豚畑虫子宮内卵に対する殺卵効果の比較〈第

1表及び第1図〉

沃化メチノレ，沃化エチノレ及び二臭化エチレン ：水中に

おいて，豚姻虫子宮内卵に対する殺滅最小濃度は，7日

間作用ては，0.01%濃度て、あったが，尿尿中の人畑虫卵

に対しては，7日間作用ては，0.05%濃度であった。即

ち，尿尿中の人姻虫卵に対する殺滅最小濃度は水中の豚

姻虫子宮内卵の 5倍を要した。

沃度 ：水中において，豚姻虫子宮内卵に対する殺滅最

小濃度は，7日間作用ては， 0.01%濃度てあったが，康

尿中の人畑虫卵に対しては， 7日間作用の場合に， 1.0 

%濃度てかなりに殺滅したが，完全ではなかった。即ち

尿尿中の人畑虫卵に対する殺滅最小濃度は，水中の豚畑

虫子宮内卵の 100倍以上を要した。

臭化エチノレ，D-D及び1,3・ニ塩化プロピレン ：水中

において，豚畑虫子宮内卵に対する殺滅最小濃度は， '{ 

日間作用ては， 0.025%濃度であったが，尿尿中の人畑

虫卵に対しては，7日間作用の場合に， 0.1%濃度てあ

った。即ち，尿尿中の人畑虫卵に対する殺滅最小濃度は

水中の豚畑虫子宮内卵の4イ告を要した。

アリルカラシ油 ：水中において，豚畑虫子宮内卵に対

する殺滅最小濃度は，7日間作用ては，0.025%濃度で

あったが，尿尿中の人掴虫卵に対しては，7日間作用の

場合には， 0.1%濃度て，殆ど全部殺滅したが，完全て

はなかった。即：；，民尿中の人畑虫卵に対する殺滅最小

濃度は，水中の豚姻虫子宮内卵の4倍以上を要した。

二硫化炭素 ：水中において，豚畑虫子宮内卵に対する

殺滅最小濃度は，7日間作用ては，0.025%濃度てあっ
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第 1表 (1）尿尿中の人姻虫卵，水中の人姻虫卵及び水中の豚姻虫子宮内卵に対する諸種薬剤の殺卵作用

民尿中の人姻虫卵 水中の人蜘虫卵
ブ1（中の豚姻虫

子宮内卵

薬 剤名 分 子 式 濃（%度） 死滅率（%） 死誠率（%） 苑誠率（タ~）

7日 14日 7日 14日 7日 14日

0,05 100 100 100 100 100- 100 

0,025 72 75 100 100 100 100 

沃 イむ 0,01 11 22 100 100 100 100 

CH al 
0,005 96 100 99 100 

メ チル

0,0025 2 。 11 5 

対照 1 。 2 2 6 2 

0,05 100 100 100 100 100 100 

0,025 71 98 100 100 100 100 

沃 イ~ 0,01 37 47 100 100 100 100 

C2H5I 
0,005 50 56 75 83 

エチ Jレ

0,0025 
。 。 21 32 

対 照 。 。 。 。 8 10 

0,1 100 100 100 100 

臭 イ~
0,05 78 85 100 100 100 100 

C2HsBr 0,025 50 50 57 62 100 100 

エチ Jレ 0,01 。 2 25 75 

対 照 。 。 。 3 2 4 

0,1 97 97 100 100 100 100 

0,05 25 17 100 100 100 100 

ア リ 1レ
CH2= 0,025 。 1 100 100 100 100 

カラジ油
CHCH2NCS 0,01 ・ 90 90 94 94 

0,005 4 6 58 88 

対照 1 。 1. 1 1 1 

0,1 100 100 100 100 100 100 

0,05 100 100 100 100 100 100 

ニ臭化
0,025 62 99 100 100 100 100 

CH2Br-CH2Br 0,01 100 100 100 100 

エチ νy' 0,005 31 84 83 100 

0,0025 1 4 1 4 

対照 。 。 2 。 1 1 

0,1 100 100 100 100 100 100 

1, 2・CaH6Ch 0,05 75 86 100 100 100 100 

D-D と 1,3-CaH, 0,025 4 15 100 100 100 100 

Cl2の混合物 0,01 5 12 21 17 

対照 2 1 。 1 1 5 

0,1 94 97 100 100 100 100 

1, 2・ニ塩化
0,05 45 56 100 100 100 100 

1, 2-CaH6C12 0,025 。 29 95 100 100 100 

プ τzパミ／ 0,01 4 12 20 36 

対照 1 1 2 2 6 2 

( 2 ) 
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第 1表（2) 

民尿中の人姻虫卵 水中の人畑虫卵 水子中宮の豚内姻卵虫

薬剤名 分 子 式 濃（%度） 死誠率（%） 死波率（~6) 苑減率（ガ）

7日 14日 7日 14日 7日 14日

0,1 100 100 100 100 100 100 

0,05 79 90 100 100 100 100 
1, 3・ニ塩化

0,025 35 54 100 100 100 100 1, 2・C3H4Clz
フ。ロピレユ／ 0,01 84 100 97 100 

0,005 2 4 5 5 

対照 1 。 2 2 6 2 

1,0 100 100 100 100 100 100 

0,1 73 74 100 100 100 100 
ニ硫化

0,05 22 24 100 100 100 100 CS2 
炭 素 0,025 89 94 100 100 

0,01 。 。 30 83 

対照 。 。 。 。 3 3 

1,0 。 12 100 100 100 100 

トFクロ yレ 0,1 。 。 6 8 74 82 
CHCI: CCh 0,05 1 1 17 24 

エチレジ
0,025 1 。 8 2 
対照 。 1 。 。 8 5 

1,0 2 1 2 2 10 15 
＝トロメタ

CHaN02 0,1 2 1 1 2 6 10 
三ノ 0,05 2 。 1 1 5 8 

対照 1 。 2 2 6 10 

1,0 100 100 100 100 100 100 

塩化ア PJレ
CH・= 0,1 86 91 10 100 96 100 

CH・CH2Cl 0,05 1 2 27 79 
対照 1 1 。 。 3 3 

1,0 100 100 100 100 100 100 

臭化プチJレ CHJ (CH2) 3Br 0,1 39 43 82 98 100 100 
0,05 22 30 78 82 
対照 。 1 1 1 2 3 

C~JH CH2Cl 
1,0 。 2 。 。 15 45 

エピクロル
0,1 。 。 7 10 ヒド Pユ／ 。
対照 。 1 。 1 6 10 

1,0 1 1 34 80 72 94 
四塩化

CHCI2・CHCI2 0,1 1 1 1 1 エタ コノ

対照 1 2 2 1 1 2 
1,0 100 100 100 100 100 100 

ニ塩化
CH2CI・CH2Cl 0,1 。 。 55 89 80 96 

エE タ 三ノ 0,05 2 。 39 40 
対照 1 1 1 。 3 1 

( 3 ) 
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第 1表（ 3) 
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第 2図 水中の人畑虫卵に対する殺卵作用とプ1<

中の豚姻虫子宮内卵に対する殺卵作用の比較

(15°C. 7日間作用）
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第 1図 尿尿中の人姻虫卵に対する殺卵作用と

水中の豚蜘虫子宮内卵に対する殺卵作用の比較

(15°C. 7日間f乍用）
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と水中の豚姻虫子宮内卵に対する殺卵効果の比較（第1

表及びtrJ2図〉

沃化メチル，沃化エチル及び二央化エチレン：水中に

おいて，人姻虫卵及び豚姻虫子宮内卵に対する殺減ft.H、
濃度は， 7日間作用の場合には，共に0.01%波皮であっ

て，同じであった。

沃度：殺滅最小濃度は，水中の人畑虫卵に対しては，

7日間作用せしめて， 0.025%であったが，水中の豚胴

虫子宮内卵に対しては， 7日間作用せしめて， 0.01%で

あった。即ち，水中の人畑虫卵に対する殺滅最小波皮は

水中の豚姻虫子宮内卵に対するモれの約2佑・を要した。

( 4 ) 

たが，尿尿中の人姻虫卵に対しては， 7日間作用の場合

に， 0.1%浪皮て，かなりに殺滅したが，完全てはなか

った。即ち，民尿中の人姻虫卵に対する殺滅最小濃度は

水中の豚畑虫子宮内卵の 4倍以上を要した。

小括： j菜尿中の人姻虫卵に対する殺滅最小濃度は，水

中の豚畑虫子宮内卵に対する殺滅最小波皮の 4～100倍

以上て， 4～ 5倍の場合が多かった。即ち，殺卵効果よ

りみれば，尿尿中の人畑虫卵に対する殺卵効果は，水中

の豚姻虫子宮内卵に対する殺卵効果の11，～1/100以下て，

11，～1/sの場合が多かった。

実験2.諸種薬剤の水中の人姻虫卵に対する殺卵効果
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臭化エチノレ， Dr-D,1, 3・二塩化プロピレン及びア リ

ルカラシ油 ：殺滅最小濃度は，水中の人畑虫卵及び豚畑

虫子宮内卵に対して， 7日間作用の場合には，共に0.02

5%濃度て、あって同じであった。

二硫化炭素 ：殺滅最小濃度は，水中の人姻虫卵に対し

ては， 7日間作用せしめて，0.05%て、あったが，水中の

豚姻虫子宮内卵に対しては， 7日間作用せしめて，0.025

%であった。即Z，水中の人阻虫卵の殺滅最小濃度は，

水中の豚畑虫子宮内卵の約2倍を要した。

小j苫：水中において，人畑虫卵及び豚阻虫子宮内卵に

対する薬剤の殺滅最小濃度は，多くの場合に同じであっ

た。即ち薬剤に対する抵抗性よりみて，人姻虫卵と豚畑

虫子宮内卵との聞には，殆ど差を認めなかった。ただ沃

度と二硫化炭素に対しては，豚畑虫子宮内卵は人阻虫卵

より抵抗性が劣っていた。

実験 3.諸種薬剤の康尿中の人畑虫卵に対する殺卵作

用と水中の人畑虫卵に対する殺卵作用の比較（第1表及

び第8図〉
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が，尿尿中ては，7日間作用せしめて， 0.1%濃度て殆

ど全部殺滅したが，完全ではなかった。 即Z，人畑虫卵

に対する殺滅最小濃度は，尿尿中ては水中の4倍以上を

要した。

沃度 ：人畑虫卵に対する殺滅最小濃度は，水中におい

て，7円間作用せしめて，0.025%であったが，尿尿中

ては， 7日間作用せしめて， 1.0%濃度て，かなりに殺

滅したが，完全てはなかった。即ち，人畑虫卵に対する

殺滅最小濃度は，尿尿中ては水中の40倍以上を要した。

二硫化炭素 ：人畑虫卵に対する殺滅最小濃度は，水中

において， 7日間作用せしめて，0.05%であったが，尿

尿中ては，7日間作用せしめて， 0.1%濃度て，かなりに

殺滅したが，完全ではなかった。即Z，人蜘虫卵に対する

殺滅最小濃度は，尿尿中ては水中の 2倍以上を要した。

小J舌：尿尿中の人畑虫卵に対する殺滅最小濃度は，水

中の人畑虫卵の4～40倍以上て， 4～5倍の場合が多か

った。即ち，薬剤の人畑虫卵に対する殺卵作用は，尿尿

の存在により， l/4～1/40以下に，主として l／，～l/s程度

に減弱した。

結語総括並びに考按

以上の実験成績の如く ， (1）尿尿中の人畑虫卵に対

する殺卵効果は，水中の豚畑虫子宮内卵に対する殺卵効

果に比較して，いずれの薬剤においても著しく劣ってい

た。その程度は 1ム～1/100以下であり， l/4～I/sのものが

多かった。沃度においては，殺卵効果が著しく劣って，

1/100以下となった。 (2）水中の人姻虫卵に対する殺卵

効果と水中の豚畑虫子宮内卵に対する殺卵効果を比較し

た結果，人畑虫卵と豚畑虫子宮内卵の薬剤に対する抵抗

第 3図尿尿中の人虫回虫卵に対する殺卵作用と 性？とは，多くの場合差違を認めなかったが，た立沃度と

水中の人姻虫卵に対する殺卵作用の比較 二硫化炭素に対しては，豚畑虫子宮内卵の抵抗性は人畑

(15°C. 7日間作用） 虫卵より劣っていた。 (3）尿尿中の人姻虫卵に対する

沃化メチル，沃化エチル及び二臭化エチレン ：人畑虫 殺卵作用と，水中の人姻虫卵に対する殺卵作用とを比較

卵に対する殺滅最小濃度は，水中において， 7日間作用 した結果，人阻虫卵に対する薬剤の殺卵作用は，尿尿の

せしめて，0.01%であったが，尿尿中ては 7日間作用せ 存在により， l/4～1I40以下に，主として 114～l/sに減弱

しめて，0.05%であった。即ち，人畑虫卵に対する殺滅 するととが多かった。

最小濃度は，尿尿中ては水中の約5イ告を要した。 さて，尿尿中の人畑虫卵に対する殺卵効果は，水中の

臭化エチル，Dー D, 1, 3・二塩化プロピレン ：人畑虫 豚阻虫子宮内卵に対する殺卵効果より著しく劣ってい

卵に対する殺減最小濃度は，水中において， 7日間作用 た。例えば，臭化エチル，D-D，及び二塩化プロぜレ

せしめて，0.025%であったが，尿尿中ては， 7A間作 ンにおいては，114てあり， 沃化メテノレ，沃化エチノレ及

用せしめて， 0.1%であった。即!J人畑虫卵に対する殺 ぴ二臭化エチレンにおいては l/sてあった。叉，沃度に

滅最小濃度は，尿尿中では水中の4倍を要した。 おいては，尿尿中の人姻虫卵に対する殺卵効果は，水中

アリルカラシ油 ：人畑虫卵に対する殺滅最小濃度は， の豚姻虫子宮内卵に対する殺卵効果の 1/100以下てあっ

；水中において，，T日間作周せしめてゆ⑪.-025%であった た。

( 5 ) 
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しかるに，人畑虫卵と豚姻虫子宮内卵の薬剤に対する

抗i1t性は，上に述べた如く，多くの場合において，同U

て、、，｛うった。との事実からみて，薬剤の尿尿中の人畑虫卵

に吋ずる殺卵効果と水中の豚姻虫子宮内卵に対する殺卵

効1兵との差違は，2種の姻虫卵即ち，人姻虫卵並びに豚

刺虫子宮内卵による差違ではなくて， 尿尿の存在によ

る，薬剤の殺卵効果の滅弱に負うと思われる。実際に，

反応の存在による殺卵効果の減弱は， 臭化エチノレ， D~

D及び1,3・二塩化プロピ リンにおいては， 1 /4てあり，

~Jdt メチル， 沃化エチノレ及び二臭化エチレンにおいては

l / sであって， 民尿中の人畑虫卵に対する殺卵効果と水

中心豚姻虫子宮内卵に対する殺卵効果の差異に一致して

いだ。即ち，民尿中の人畑虫卵に対する殺卵効果と，水

中，つ豚姻虫子宮内卵に対する殺卵効果との差違は，主と

Lて，姻虫卵の差異によるものでなく ，尿尿の存在によ

Lいつであろう。

畑虫卵殺卵剤の研究の当面の ｜」的は， 尿尿中の畑虫~IJ

と投滅するにあると思われる。乙の見地からすれば，殺

卵作用の実験は，第 1に，尿尿中において行うべきであ

ろう。第2に掴虫卵としては，糞便中の人姻虫卵を用う

べきであろう。これに代るべきものとして，多少の差｝11

はあるが，豚姻虫子宮内卵を用いてもよいと思われる。

なお，斉藤は，人姻虫子宮内卵及び豚畑虫子宮内卵の涼

剤に対する抵抗性は同乙であると報告しているから，人

蜘虫子宮内卵を用いても大差ないと思われる。

結語

19種類の薬剤を，温度目。Cの条件下て，7日及び14日

間，民尿中の人姻虫卵，水中の人畑虫卵及び水中の豚帥11

l弘子宮内卵に作用させ，とれら薬剤の殺卵効果について

比較実験し，次の成績を得た。

(1)人畑虫卵及び豚姻虫子宮内卵の薬剤に対する抵

抗性は，大多数の薬剤に対しては，特に差がなかった。

(2）尿尿中の人姐虫卵に対する殺卵効果は，水中の

)jま姻虫子宮内卵に対するをれより，いずれの薬剤におい

ても著しく劣っていた。 その程度は， 大多数において

1ん～1/sであった。

(3）薬剤の人姻虫卵に対する殺卵効果は，民尿の4
｛£により，著しく減弱した。その程度は，大多数におい

て 11，～1/sてあった。

(4）以上の事実より ，民尿中の人姻虫卵に対する殺

卵効果と，水中の豚姻虫子宮内卵に対ナる殺卵効果との

差異は，姻虫卵の差異によるのでなく ，尿尿の存在によ

るのである と思われる。
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(5）雌l虫卵殺卵剤の研究の当面の円的から考えて，

殺卵作用の実験は，尿尿中，人姻虫卵の条件の下て行う

べきであると恩われる。

（木論文の要旨は，負（H4回寄生虫学会東日本支部大会

Hi'-1和29年11月に発表した〉。

欄筆にあた り，御懇篤なる御指導と御校聞を賜った松・

村教授に厚 〈御礼を申上げます。

( 6 ) 
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Summary 

Each of 19 chemicals such as methyl iodide, 

ethyl iodide, ethyl bromide, ally! mustard oil, ethy-
lene dibromide and others was allowed to act upon 
human ascaris eggs in night soil and in water and 
upon intra-uterine eggs of pig ascaris in water at 

15°C for 7 and 14 days, r出 pectively, to compare 

their ovocidal activities, with the following results ~ 

(1) The resistance of human ascaris eggs and 

intra-uterine eggs of pig ascaris did not diffes each 
other against many chemicals. 

(2) The ovocidal activities of all the chemicals 

were remarkably weaker against human ascaris eggs~ 

in night soil than against intra-uterine eggs of pig 
ascaris in water, the former .being 1 /4～1/s the 
latter in the majority. 

( 3 ) The ovocidal e百ectof the chemicals on 
human ascaris eggs was extremely weakened by 

the presence of night soil. 

( 4) The above facts indicate that the difference 

between ovocidal effects against human ascaris eggs . 
in night soil and against intra-uterine eggs of pig 

ascaris in water is not attributed to the di百erence
of the ascaris eggs but to the presence of night 

soil. 

( 5) It seems better to carry out experiments. 

on the antiascaris ovocide against human ascaris> 
eggs in night soil. 




